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市町毎に滋賀モデル推進協議会( 仮称) を設置し取組を推進
（当該市町（防災担当・保健・福祉担当）、社協、民生委員、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、相談支援事業所等個別計画作成に関わる団体等の調整の場を設置）

高齢福祉分野・障害福祉分野・医療的ケア分野の３パターンからのアプローチにて実施
①市町職員(防災・保健・福祉担当)を対象とする研修会【県主催】
モデル事業を円滑に実施するための必要な知識等を習得

②市町域における滋賀モデル推進協議会(仮称)の設置・開催【市町】
取組地区・計画作成対象者のリスク区分の検討、取組方針等の調整の場

③福祉専門職を対象とする防災力向上研修【県主催】
講義（災害リスクや防災の仕組みについての講義、実践事例講義等）
演習（個別計画作成実践、地域調整会議の模擬体験等）

④当事者・地域住民を対象とする個別計画理解研修【市町】
計画作成対象者や地域住民（自主防災組織等）を対象とする研修

⑤当事者力・地域力アセスメントの実施
個別計画作成支援キット等を活用し、当事者力アセスメント・地域力アセスメントの実施

⑥個別計画の作成
当事者、自主防災組織、関係機関、行政機関等による地域調整会議（ケース会議）の開催
エコマップの作成等をもとに、「マイ・タイムライン」と「地域タイムライン」を入れ込んだ個別計画を作成

⑦個別計画検証のための防災訓練
作成した計画の実効性の確認。訓練終了後、計画の評価・検討・見直しを行う

滋賀モデルの目的と取組の概要滋賀モデルの目的
大規模な災害が起こるたびに、避難行動要支援者（高齢者や障害者等）に被害が集中して発生している現状がある。県内での災害発生時における避難行動要
支援者の避難対策の促進を図るためには、防災と保健・福祉を切れ目なく連結させ、継続して取組を推進できる体制づくりを推進し、市町における個別計画作成の促
進を図ることが有効である。年齢・性別を問わず、多様な主体が参画し個別計画作成を行うことによって、計画作成に携わるすべての住民の災害時の避難への関心を
高め、災害発生時における要支援者の命を守り、滋賀県の地域特性に応じた誰ひとり取り残さない防災を目指す。

取組の概要

個別計画作成キット
「自分でつくる安心防災帳」 「災害時対応ノート」
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滋賀モデルとは
避難行動要支援者のうち、真に支援を要する方を「ローリスク層」「ミドルリスク層」「ハイリスク層」に区分し、それぞれの層の方々に対して地域特性に応じた個別計

画作成の取り組みを進めるモデル。特に、災害時に被害者になる可能性が高い「ハイリスク層」の個別計画作成の標準的な手順を中心に示すモデルである。

「マイタイムライン」と
「地域タイムライン」
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